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第５章 

計画の推進 

 

 

 

 

  



72 

１ 計画の推進について 

健康づくりは，一人一人が主体的に取り組むことが必要で，一人一人が日々の生活習慣を見

直し，改善し，健康づくり・食育推進に取り組むことが基本です。 

しかし，一人だけでは適正な生活習慣を身につけ，生涯にわたって継続していくことは困難

です。そのため，個人の健康づくりを家族・地域・行政など社会全体で支援していくことが大

切です。 

第４次計画を推進するに当たっては，家族や地域のつながりにも目を向けて取り組んでいき

ます。また，健康づくりに関する取組は様々な関係部署で行っているため，庁内横断的な連携

が必要です。 
 

（１）わかりやすい情報提供 

市民の健康づくりの意識を高め，健康づくりへの取組を充実していくとともに，地域で互い

に助け合い，支え合いながら健康づくりに取り組めるよう，市民が健康づくりに関する情報を

手軽に得ることができるよう，様々な方法を活用した情報提供を進めていきます。 
 

（２）地域コミュニティとの連携 

市内には本計画をきっかけに平成１８年に結成された調布市民健康づくり始める会等をは

じめ，仲間づくりを目的とした市民活動グループや催しが数多くあります。このような活動等

を健康づくりに活用していけるよう，必要な時に求める活動の情報が手に入れられるよう，工

夫を凝らした情報を提供していきます。 

また，市民が集う場へ出向いて健康情報を届けることにより，関心が低い人にも情報が届く

ことが期待されます。今後，自治会の他，地域福祉においては，地域コミュニティ等の共通基

盤である小学校区を基礎とした８つの福祉圏域で活動を推進していくことから，健康づくりに

関しても，小学校区単位で実施されている地区協議会等との連携を強化し，より地域と密着し

た健康づくりを進めていきます。 
 

（３）企業との連携 

普段生活をする中で，健康情報を目にすることができると，健康に関心の低い人にも情報が

届くことが期待されます。これまでも，市内各駅やスーパー，スポーツクラブなどに健康に関

するチラシを置いてもらうなどの取組や，健康増進という共通の願いを持つ企業などの団体と

の協働による取組を行ってきました。今後も更に多くの店舗や企業などの団体と連携できるよ

う取組を推進していきます。 
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（４）庁内の横断的連携 

健康づくりに関する取組は健康推進課が行うほかにも，様々な関係部署で行っています。よ

り多くの市民に各種取組の周知や普及啓発ができるように，庁内の横断的な連携を推進してい

きます。 
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２ 第４次計画の推進体制と評価 

計画の着実な推進を図るため，進行管理に当たっては，第４次プランで定める成果指標のう

ち達成状況を毎年度把握できるものについては，毎年度数値の確認を行い，進捗状況を把握し

たうえで次年度の取組にいかしていくなど，ＰＤＣＡサイクル（計画—実施—点検・評価—見直

し・改善）による効果的な運営を目指します。 

また，健康づくりは，教育，子育て，高齢福祉などの分野とも密接な関係があることから，

庁内外の関係部署（機関）と横断的な連携に引き続き取り組んでいきます。 
 

【ＰＤＣＡサイクルのイメージ】 

 

 

 

 

 

  




